



































































ーのセリエーション・SD 法は 20 世紀の考古学の遺物の序列研究でもよく引用されるも
のであるが、実際のところ、せっかくの調査事例を活用できておらず、現状では錯誤が
存在することも分かってきた。今回全てには及ぶ事が出来なかったが、多数の墓地情報
をもとに土器を整理してみたところ、ピートリーの錯誤を補正し得たと考えている。こ
の情報からの社会変化過程の提示に注力したのである。指摘の課題は十分理解している
が  ヒエラコンポリス遺跡・アビュドス遺跡の調査墓数は少なく、同じような分析をす
ることができないため、別途ほかの手法での検討で追及したいと思っている。 
 
